
令和６年、５月３１日（金）午後１時１０分より、母校創立10４周年記念式・
記念講演会・記念演奏
会が開催された。
今年は、陸上自衛隊

第4師団第4音楽隊の
演奏会が同日開催とな
り、学校の体育館では
なく、筑後市若菜の「サ
ザンクス筑後大ホー
ル」での行事となった。
創立記念式は校⾧式

辞、同窓会⾧祝辞のあと、校歌を全員で斉唱して閉式となった。

午後１時40分より卒業生による記念講演が開催された。講演者は昭和42年電子
科卒の馬場 義勝氏。共和電子株式会社 代表取締役 社⾧。19才で起業され今年
は創業53年目を迎えられている。講演は「思いは実現する」の演題で進められた。
農家の⾧男に生まれ、後を継ぐことが当たり前の時代、お母様のご病気でその

道は大きく変化します。小学校低学年からお母様の入院先に寄ってからの登下校、
お母様は「農家の後継ぎは会社では社⾧と同じ、会社の社⾧になれ!」と会いに
行くたびに言われたとのことでした。
高校の入学試験一週間前にお母様が他界さ

れ、入学試験の日は初七日、苦難の環境の中
で八女工業高校電子科に入学されています。
卒業後は東京の会社に就職、１年後の５月

で会社を退職し起業、秋葉原の便利屋として
孤軍奮闘の歩みが始まりました。

※以下は講演の内容(一部)

会社を辞めるとき、会社や身近な方々から親身になって説得されました。3年
間は辛抱しなさい。しかし、嫌になって会社を退職したのではなく、目標をしっ
かりと持っての退職です。見舞いに行くたびに、母親から刷り込まれた言葉「会
社の社⾧になれ!」がしっかりと心の中にあったのです。
私は、目標をしっかりと考えて決め、決めたらくよくよと思わず、一念を貫き

通すことだと思います。並みの思いではだめです。並み外れの思いでなければそ
れは実現しません。実現するためにはしっかりと行動に移す。また、失敗したこ
とは、２度としないことだと思います。



もう一つは人との出会いと感じ方が人生を決めるように思います。
創業当初、心配した先

輩や寮生から、救いの手
がありました。それに応
えるために朝早くから夕
方遅くまで一生懸命働き
努力しました。その後も
多くの人々との出会いで
助けられたり、学びとる
ことが多くありました。
中でも京セラの創業者

で後にKDDIを設立されました稲盛和夫様からは、人間としての生き方、仕事の取
り組み方をしっかりと学ばさせていただきました。若手経営者が集まる経営塾「盛
和塾」の塾⾧もされており、創業時、藁にもすがる思いでその塾に飛び込みまし
た。35年間カバン持ちとして一緒に行動する中で、稲盛様のすばらしさを感じま
した。私が世界一尊敬している方です。
私の会社の経営理念は、全従業員とその家族の物心両面の幸せを追求すること

です。もちろんお客様も大切ですが、まずは全従業員がしっかりと頑張る態勢を
作ることが大事と思っています。

講演内容(一部)終わり

生徒からの質問で、「人の上に立つ人と
しての苦労は何ですか?」に対しての答え
は、「自分は人の上に立っているとは一度
も思ったことはない。社⾧という立場はあ
るけど、それはピラミッド(△)の頂点にい
るのではなく、逆ピラミッド(▽)の一番下
にいる気持ちで経営しているし、人付き合
いも同じような考え方です。」
馬場社⾧のすばらしい人間性(心の豊かさ)を感じた返答だった。
講演会開催前の４月下旬、稲盛和夫氏の著書「君の思いは必ず実現する」を生

徒全員に贈られている。この講演を機に再度読み直しをした生徒もいると思う。



午後２時５５分より陸上自衛隊第4師団第４音楽隊による記念演奏会が開催さ
れた。第4音楽隊には、令和2年に創立百周年で生徒・卒業生・職員から公募し作
成した「八工讃歌」・「八工応援歌」及び「校歌」の編曲をお願いし完成している。
今回、応援歌と校歌の生演奏披露及び本校吹奏楽部とのコラボ(合同)演奏を指

導していただく内容で開催された。



演奏曲目は下記の通り
①バンドワゴン ②威風堂々 第１番
③糸 ④ゴジラ
⑤ケセラセラ
⑥ＹＯＡＳＯＢＩメドレー
⑦八女工業高校 応援歌
⑧八女工業高校 校歌


